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TEM Analysis of the process by which the director of
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でいう最近接発達領域であり，実践力がある保育者が足
場になっていたりするものだと考える。
また，主任保育者候補の選定時期については，前主任
の退職願の時期ではなくそれよりも以前，今回の場合で
は入職5年目に学年主任として任命していた。この学年
主任という役職がＤ保育所での社会的方向付けとなって
いる。しかし，この学年主任に任命する以前に「保育に
取り組む姿勢」に変化があり，その変化とともに積極性
が出て意見をいうなどの姿を園長は捉えていた。さら
に，「聞く耳を持っていること」も重要で，園長や主任
の指導を真摯に聞くことで保育者として成長していくと
園長は語った。
以上の園長の視点は，全国保育士会の「保育士の階層
別に求められる専門性」で示されている「専門職の基
盤」，「組織性」という内容と一致し，厚生労働省のキャ
リアパスに係る研修体系の中の「マネジメント」に値す
るものである。このように全国保育士会やキャリアパス
研修の内容と照らし合わせることができる部分もある。
前述したように日本保育協会の7項目，全国保育士会の
15項目のようにマクロの視点のものであり換言すれば間
接的に保育に関わる内容ともいえる。今回のインタ
ビューから，間接的な知識などではなく職員集団の中や
子どもや保護者との関係，保育実践という直接的な力量
が求められていることが明らかになった。
また，園長のマネジメントとして長期的に園の運営を
見通して，保育歴のみで主任保育者を選定するのではな
く，安定した運営のために長期間主任保育者を務められ
る年齢の保育者を選定し，主任よりも長い保育歴の保育
者をバックアップにつけるという方法をとっている。実
際に現主任は任期中に産休もあったが，園全体でフォ
ローしながら産休中は主任保育者を立てずに仕事復帰後
に主任保育者を継続している。労働環境として園の運営
のみならず，保育士個人も仕事として継続可能な環境を
作っていることが園の安定につながっているといえる。
これまで主任保育者の産休など困難な時期も乗り越えた
ので，次期主任保育者候補は考えていないとは語った
が，Ｄ保育所での社会的方向付けにあたる学年主任を選
定する時点で今後を見通しながら園の運営を行っている
と考える。
今回の調査から主任保育者として重要な4つの要素が
明らかになった。①保育者歴が短い段階，3年目頃から
学年主任候補として捉えている。②職員や保護者からの
信頼に重点を置いている③園の方針を理解して，実践で
きる。④聞く力と伝える力。①に関しては保育士キャリ
アアップ研修制度ではおおむね7年からが副主任研修の
対象となっているが，それよりも早い段階で進んでいる
のが現状であった。②職員や保護者がどのように捉えて
いるかを園長は見定め，その結果として園長からの信頼
にもつながっているといえる。③に関してはそれぞれの
園で異なり，行政や大学などが主導する研修では取り扱
うことが難しい内容である。各園で研修体制を構築し，
伝えていくことが必要である。④に関してはコミュニ
ケーションの基本ともいうべきことであるが，SNSの
普及などでコミュニケーション不足といわれる現代では
あえての能力開発が必要なこととも受け取れる。保育に
関する知識量などではなく，直接的な人間関係を通した
力の重要であると分かった。
本研究はあくまで1園での事例に過ぎず，一般化でき
る知見ではない。しかし，保育所と幼稚園の3か所での
調査，分析を比較すると，各園で独自の視点もあれば一
般化すると同じ視点になる部分も明らかになった。TEM
分析は1つの事例では詳細に分析でき，4つの事例では
多様性が出てくるとされている。今後の課題として事例
を収集，分析して質問紙を作成して量的な知見からも分
析していく。量的調査により調査件数を増やし，様々な
視点からの主任保育者としての要素を明らかにしてい
く。また，主任保育者として必要な要素，力量が資質的
なものであるのか，研修や職務の中で培われるものであ
るのかなど力量形成のプロセスを明らかにする必要があ
る。その結果を今後の保育士キャリアアップ研修や教員
免許更新講習にいかし，保育・幼児教育の発展につなが
り社会に還元できるように研究を進めていく。
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